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カゴメ（2811） 

 

 

カゴメが 2 日に発表した上期（1-6月期）決算は売上高が前年同期比 4.6％増収の 938 億円、

営業利益が同 77.2％増益の 55億円となり、営業利益は当初の計画を 29億円も上回っての着地と

なりました。機能性表示のトマトジュースが好調だったことに加え、25年ぶりのトマトケチャップ

とソースの値上げ効果、さらに原価低減や不採算商品の見直し、固定費削減もあって営業利益は大幅

な増収となっています。 

 

こうした上期決算を受けてカゴメでは先月 26 日に上期の決算発表に先立って通期の営業利益予

想を 70億円から 92億円へと上方修正しています。しかし、通期予想は増額しながら、下期だけに

限ってみると従来の 44億円から 37億円へと下方修正され、昨年の下期並みの水準に止まる計画と

なっています。機能性表示のトマトジュースの効果が薄れることや、広告宣伝費の増加を見込んでい

るためとの説明ですが、上期の好調な実績からすると保守的な印象を受けます。 

 

上期に大きな伸びをみせた機能性表示のトマトジュースですが、これは数ある機能性表示食品の

なかで数少ない成功例だといえます。従来からある慣れ親しんだ商品に機能性表示を付けたことが消

費者に受け入れられたというのがカゴメの分析で、カゴメでは今後も従来製品に機能性表示を付ける

ことを検討しています。機能性表示のトマトジュースの伸びの鈍化が今後見込まれるなか、新しい機

能性表示の商品でそれをカバーできるかがトップラインの堅調な伸びを維持するうえでのポイント

となりそうです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 － 機能性表示のトマトジュースが予想以上に好調 － 
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当社は、本書の内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものではございません。

記載した情報、予想及び判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、勧誘するも

のではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。 

提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。当社は本書

の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。投資にかかる最終決定

は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。本書の内容に関する一切の権利は当社にありま

すので、当社の事前の書面による了解なしに転用・複製・配布することはできません。内容に関するご質問・ご照

会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。 

 

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人日本投資顧問業協会 

 

 

 


